















































































































































































































交流内容は、 I特別活動が 559回 (65%）、 I授
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図ー 7 「顔が見える」活動と「間接的」活動（学部別）
小学部では、 I(1)特別プログラムによる授業交流が
もっとも多く (46.3%）、次に I(1)行事交流 (24.3%）、
m中休み (19.3%）の順であった。
中学部では突出する活動はなく、 I(1)行事































































































































































































































































































0 lO ●● 30 4● b0 6● 10 80 98 100 
• _.  ：̀! _ _ ． - --_ - ．  
；う――


















0 10 20 8• 40 60 ●● 10 ●● ●0 9●0 
『--
...~ `-．． ．．→  








2位 I(2)生徒会活動、 3位 I(2)通常授業である。
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